
施設名 開館時間

所在地

TEL

メール

休館日

職員構成
R５年４月現在

１時間あたりの施設使用料（社会教育認定団体は２分の１）

３６ 名 ３５０ 円

２４ 名 ７２０ 円

１８ 名 ２５０ 円

２４ 名 ２５０ 円

４２ 名 ７８０ 円

１００ 名 ９７０ 円

貸し出し

可能備品

（非）児童厚生員５人 司書１人 図書館経験者２人 夜間管理３人 合計１７人

図書室業務

老人憩いの家

駐車場

shiroiekimae@roukyou.gr.jp

１６台（内１台障がい者専用）

付帯設備施設名

作法室

調理実習室

研修室Ⅰ

研修室Ⅱ

ホワイトボード・スクリーン・可動式DVD・可動式ビデオ 他

定員

貸出施設

座卓１０台・鏡４台

囲碁盤５面・碁石６セット 他

椅子２３脚・調理台４台・炊飯器３台

ガスオーブン４台・電子レンジ２台

机６台・椅子１８脚

机８台・椅子２４脚

机１０台・椅子３５脚・ピアノ１台

DVD１台・テレビ１台・ビデオ１台

ブルーレイ（再生のみ）１台

卓球台４台・バトミントン用ネット及び

ポール各１セット

視聴覚室

レクリエーション

ホール

（令和６年４月１日現在）

児童館・図書室・老人憩いの家

白井駅前地域包括支援センター

（白井駅前センター内）

併設施設

FAX

児童館業務
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種別

月 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

4 44 734 162 1,597 9 93 17 197 9 90 10 48 251 2,759

5 36 625 149 1,513 7 67 14 145 6 140 13 98 225 2,588

6 36 647 151 1,538 8 73 10 118 6 147 16 83 227 2,606

7 38 704 184 1,624 6 49 11 126 11 155 12 59 262 2,717

8 41 617 134 1,261 9 76 10 132 11 124 15 97 220 2,307

9 47 714 140 1,153 9 77 11 142 14 163 19 117 240 2,366

10 43 840 172 1,639 6 50 11 152 30 536 14 82 276 3,299

11 34 593 173 1,553 10 113 15 192 11 146 14 74 257 2,671

12 34 653 159 1,404 7 65 12 160 12 172 10 60 234 2,514

1 42 825 165 1,429 10 103 13 169 8 151 10 62 248 2,739

2 37 598 165 1,466 10 102 12 143 5 74 20 117 249 2,500

3 33 657 171 1,880 8 87 11 131 23 1,406 23 158 269 4,319

合計 465 8,207 1,925 18,057 99 955 147 1,807 146 3,304 176 1,055 2,958 33,385

の合計が必ず一緒になるように
各部屋の年間利用率を記入する欄を追加しましたので忘れずに記入してください。
年間利用率は、小数点第１位まで記入してください。（小数点第２位を四捨五入）

8.5

作法室

部屋名

研修室　1・2

36.5

62.4

688

4,249

利用人数（人）

視聴覚室

33,385

年間利用率（％）

286

レクホール

調理室

1,016

586 7,465

令和5年度　　公民館等団体別利用状況
（白井駅前公民館）

青少年 成人 女性 合計

2,958

12,157

その他

50

研修室　2

合　　　計

利用件数（件）

4,868

2,145

高齢者

294

個人

476

令和5年度部屋別利用件数・利用人数

23.5

18.6

31.2

研修室　1 250 1,813 14.9
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令和５年度白井駅前公 館 事業報告 

 

１ 運営方針 
  

 （１）全体の運営方針 

  ・子どもから高齢者・障がい者まで多様な世代が集い学ぶことをきっかけに、地域のにぎわ

いや活力を生み出す関係をつくり、孤立化を防ぎ、災害時などにも支え合える地域づくり

まちづくりを進める。 

・地域の小中学校・高等学校と連携を図り、子どもたちの社会参加を促進し、活躍できる場

を提供していく。 

・コロナ禍で停滞、変質した市 活動を再構築し、より現代的な活動への昇華を図る。 

 

 （２）分野別方針 

 運営目標 

家庭教育 

（１） 

 若い世代への子育て支援を行い、地域全体で子育てを支える仕組みを

つくる。 

 同世代の子どもを持つ保護者同士の交友関係を広げ、安心して子育て

できる環境をつくる。 

 少年教育 

（２） 

 学年・学区の異なる子どもたちの交流を図る。 

 学習、体験、活動を通して、その技術を身に付けると共に学ぶ楽しさ

を実感する。 

 講座を通して社会に目を向け、視野を広げる。 

成人教育 

（３） 

 生涯学習の楽しさや意義を学ぶ。 

 講座を通して（世代間）交流を図る。 

 地域を支え、繋げていく担い手を育成する。 

④日々の暮らしを充実させ、地域を支える仕組みをつくる。 

⑤社会的に孤立した人に集いの場を用意し、充実した生活への活力を 

生む。 

団体育成 

（４） 

 新規団体や活動が停滞した団体をサポートし、活性化を目指す。 

  

（３）令和５年度 重点的に実施した項目（講座・事業など） 

  ・市 サロンを再開し、集いの場を提供した。 

  ・学び直しに気軽に取り組むことができる成人向けの連続講座を実施した。 
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２ 白井駅前公 館講座実施報告 

 （１）学習講座事業 

対象 学級講座名 回数 参加人数 

家庭教育 

（１） 

Ｂａｂｙ ｔｉｍｅ（児童館共催） ①②   ７回 延べ６０人 

チビちゃんポケット（児童館共催） ①②   ７回 延べ８８人 

子育てサロン（児童館共催） ①② ３回 延べ５５人 

 少年教育 

（２） 

トライアカデミー ものづくり教室

 （定期講座・児童館、憩いの家共催） 
①② １０回 １４人 

ジョイキッズ（児童館共催） ①②③ ４回 延べ２２人 

夏休み子ども工作教室     

（児童館、憩いの家共催） 
①② １回 ８人 

成人教育 

（３） 

バンドチャレンジ講座６    

（定期講座・児童館、憩いの家共催） 
①②③④ １５回 １５人 

ライフサポート講座（憩いの家共催） ②③④ １回 ２５人 

おとなの学校          

（定期講座・憩いの家共催） 
①②④ ８回 ２４人 

大人の運動会（憩いの家共催） ①②⑤ １回 １４人 

団体育成 

（４） 

施設予約サービス システム勉強会

 スマホｖｅｒ  
① ４回 延べ７人 

団体育成＆紹介 わくわくサロン  

（憩いの家共催） 
① ８回 

延べ 

１５２人 

 

 （２）講座以外に行った事業 

  ・地域懇談会（利用団体連絡会） 

  ・白井市第５次総合計画拠点創造プロジェクト「輪音」（児童館・憩いの家共催） 

  ・駅前ボランティア（児童館・憩いの家共催） 

  ・コミュニティファンド 駅前ファンド （児童館・憩いの家共催） 

  ・季節を楽しむ会（サロン）（憩いの家共催） 

  ・白井駅前センターフェスティバル（児童館・憩いの家共催） 

 

 （３）情報の提供 

  ・センターだより 

  ・子育て通信 

  ・ブログ掲載 

  ・自主事業ポスター掲示、配布 

  ・地域情報誌掲載 

  ・利用者の活動ポスター掲示 
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 （４）施設の提供 

  ・地域住 が地域課題に取り組み、交流を図る場の提供 

 

 （５）「with コロナ」「after コロナ」時代に向けた対応 

  ・コロナ禍で停滞、変質した市 活動を再構築するため、団体と個 のマッチングを 

   ねらいに取り込んだ「わくわくサロン」を実施した。 

  ・「おとなの学校」において富岡製糸場と繋いでリモート修学旅行を実施し、感染症への 

   不安がある方々も有意義な学びの時間を過ごすことができた。 

  ・日々の運営の中で、衛生管理や環境整備を徹底した。 

 

３ 事業の評価 
 （１）分野別方針 

 評 価 

家庭教育 

（１） 

・定期講座に参加する中で顔見知りになり、活発に情報交換している姿

がみられた。 

 少年教育 

（２） 

・地域、学年の異なる子ども達が参加した。制作中は互いに教え合い、 

できた物で遊びながら交流できた。 

・学習、体験活動を通して技術が向上し楽しく参加できた。 

成人教育 

（３） 

・定期的に講座に参加することで、学習を深めることができた。 

・日々の暮らしに役立つことを学び、日々の生活を充実させることがで

きた。 

団体育成 

（４） 

・団体が抱える課題解決に向け、アプローチできた。また、発表の場を

設けたことで会員以外の方にも活動を知っていただく機会となった。 

 

 （２）令和５年度重点的に実施した項目（講座・事業など） 

評価 

市 サロンを再開させることで、地域住 の集いの場を作ることができた。しかし、地域

全体を巻き込むような盛り上がりには繋がらず、新たな展開の必要性を感じた。 

様々な学びを提供することで生涯学習の意義を感じてもらうことができた。次年度は年代

を変え、 少年にもさらなる学びの場を提供していきたい。 
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講
座
・
学

習
プ
ロ
グ

ラ
ム

【
家
庭

教
育
】

 
講

座
名

 
Ｂ

ａ
ｂ
ｙ

 
ｔ
ｉ

ｍ
ｅ
（

児
童

館
共

催
）

 

対
象

 
生

後
２
か

月
～
１

歳
ま
で

の
子
と

そ
の
保

護
者

 

募
集

人
数

 
各

回
７
組

 
参

加
人

数
 
延

べ
２
７

組
６
０

人
 

 
 

 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・
核
家

族
化

で
、
日

中
親

だ
け
で

過
ご
し

、
地

域
と
の

つ
な
が

り
も
少

な
く
孤

立
感
を

持
つ
保

護
者

が
増

え
て

い

る
。

 
目

 
標

 
・
生
後

２
か

月
～

１
歳

ま
で

の
乳
幼

児
と
保

護
者
と

の
ふ
れ

あ
い
遊

び
等
を

通
し
、
親
子

の
絆

を
深

め
、
親

子
同

士
の

交
流
を

図
る
。

 

学
習

期
間

 
令

和
５
年

４
月
～

令
和
６

年
２
月

 
学

習
場

所
 
児

童
館
（

チ
ャ
イ

ル
ド

ル
ー

ム
）

 

回
数

 
７

回
 

講
師

 
当

館
職

員
 

学
習

内
容

 
・

季
節
の

制
作
を

し
な
が

ら
、
参

加
者
同

士
で
交

流
す
る

。
 

・
親

子
で

ふ
れ
合

い
遊
び

を
通
し

、
親
子

の
絆
を

深
め
る

。
 

予
算

 

総
額

：
３

，
５
０

０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金
：

０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 
そ

の
他
事

業
費
 

３
，
５

０
０

円
 

決
算

 

総
額

：
１

，
４
３

０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費
 

１
，
４

３
０

円
 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

参
加

者
み

ん
な

が
楽

し
め

る
よ

う
配

慮
す
る

（
孤

立
し

な
い

よ
う
に

）。
 

・
次

回
の

案
内

を
し

て
参

加
し

て
も

ら
う

よ
う

声
掛

け
を

す
る

。
 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

制
作

し
な

が
ら

話
し

合
う

こ
と

で
、

情
報
交

換
が

で
き

た
。

 
・

親
子

で
遊

び
、

子
ど

も
達

も
安

心
し

て
過
ご

す
こ

と
が

で
き

た
。

 

備
考

 
・

 
・

 

      

 講
座

名
 

チ
ビ

ち
ゃ

ん
ポ
ケ

ッ
ト

（
児

童
館

共
催

）
 

対
象

 
１

歳
以

上
の

幼
児

と
そ

の
保

護
者

 

募
集

人
数

 
各

回
１

０
組

 
参
加

人
数

 
延

べ
４

０
組

８
８

人
 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・
最

近
の

都
市

化
や
核

家
族
化

に
加
え

、
地
域

の
人
間

関
係
の

希
薄

化
等

に
よ

り
、
子

育
て
中

の
親
の

育
児

に

対
す

る
不

安
感

や
負

担
感

の
増

大
、

育
児
の

孤
立
化

が
起

き
て

い
る

。
 

・
 

目
 
標

 
・

集
ま

っ
た

親
同

士
が

情
報
交

換
（

育
児

・
生

活
・

あ
そ

び
・

勉
強

）
を

し
な

が
ら
「

子
育

て
の

輪
づ

く
り

」

や
家

庭
・

地
域

で
の

「
あ

そ
び

の
環

境
づ
く

り
」
が

で
き

る
よ

う
支

援
し

て
い

く
。

 
・

様
々

な
製

作
を

通
し

、
季
節

を
感

じ
、

子
ど

も
の

成
長

を
見

守
る

。
 

学
習

期
間

 
令

和
５

年
４

月
～

令
和

６
年

２
月

 
学
習

場
所

 
児

童
館

（
小

学
生

ル
ー

ム
）

 

回
数

 
７

回
 

講
師

 
当
館

職
員

 

学
習

内
容

 
・

季
節

の
制

作
を

し
な

が
ら

、
参

加
者

同
士

交
流

す
る
。

 
・

親
子

で
ふ

れ
合

い
遊

び
を

通
し

、
親

子
の

絆
を

深
め
る

。
 

予
算

 

総
額

：
３

，
５
０

０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
３

，
５
０

０
円

 

決
算

 

総
額

：
１

１
０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 
そ

の
他

事
業

費
 

１
１

０
円

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
参
加

者
み

ん
な

が
楽

し
め
る

よ
う

配
慮

す
る

（
孤

立
し

な
い

よ
う

に
）。

 
・

次
回

の
案

内
を

し
て

参
加
し

て
も

ら
う

よ
う

声
掛

け
を

す
る

。
 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

制
作

し
な

が
ら

話
し

合
う
こ

と
で

、
情

報
交

換
が

で
き

た
。

 
・

親
子

で
遊

び
、

子
ど

も
達
も

安
心

し
て

過
ご

す
こ

と
が

で
き

た
。・

 

備
考

 
・

 
・
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 講
座

名
 
子
育

て
サ
ロ

ン
（
児

童
館
共

催
）

 

対
象

 
①
子

育
て
中

の
保
護

者
と
子

 
５
歳

～
小
学

生
 

②
２

か
月
～

未
就
園

児
と
そ

の
保
護

者
 

③
子

育
て
中

の
保
護

者
（
子

ど
も
と

一
緒
の

活
動
も

可
）

 

募
集

人
数

 
①
８

組
 
②

１
０
組

 
③

１
０

人
 

参
加

人

数
 

延
べ

５
５

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

子
育

て
中

は
、

行
動

範
囲

も
限

ら
れ

た
様
々

な
人

と
の

関
わ

り
が
少

な
く
な

り
が
ち

で
あ

る
。

 
・

核
家

族
や

ひ
と

り
親

の
増

加
に

伴
い

、
気
軽

に
育

児
の

相
談

を
し
た

り
、
話

題
に
し

た
り

で
き

ず
不

安
を

 
 

抱
え

て
し
ま

う
傾
向

に
あ
る

。
 

目
 

標
 

・
参

加
者

同
士

が
交

流
を

図
る

こ
と

で
、

交
流

関
係

を
広

げ
る

。
 

・
異

年
齢
の

子
を
持

つ
保
護

者
同

士
、
そ

れ
ぞ
れ

子
育
て

の
悩
み

な
ど
を

気
軽
に

話
す
こ

と
や

講
師

の
話

を
聞

く

こ
と

で
、
子

育
て
に

少
し

で
も

活
か

せ
る

よ
う

に
す

る
。

 

学
習

期
間

 
令
和

５
年
１

０
月
～

令
和
６

年
１
月

 
学

習
場

所
 

①
調

理
室

 
②

③
作

法
室

 

回
数

 
３
回

 
講

師
 

①
ニ

ッ
プ

ン
 

佐
藤

加
代

子
さ

ん
 

②
お

ひ
る

ね
ア

ー
ト

協
会

認
定

講
師

 
 

戸
村
由

香
里
さ

ん
 

③
Ｓ

Ｃ
ヨ

ー
ガ

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

 
 

関
あ
す

か
さ
ん

 

学
習

内
容

 
・
パ

ン
生
地

を
こ
ね

て
発
酵

さ
せ
、

親
子
で

動
物
パ

ン
を
作

る
。

 
・
講

師
か
ら

お
ひ
る

ね
ア
ー

ト
の
撮

影
の
仕

方
の
ア

ド
バ
イ

ス
を

受
け

、
保

護
者

が
撮

影
す

る
。

 
・
講

師
指
導

の
も
と

、
ヨ
ガ

を
行
う

。
 

予
算

 

総
額

：
３
０

０
０
０

円
 

※
う

ち
参
加

者
負
担

金
：
８

，
０
０

０
円

 
内
訳

：
講
師

料
 
１

６
，
７

０
４
円

 
 
 

 
そ

の
他

事
業

費
 

１
３

，２
９

６
円

 

決
算

総
額

：
２

４
，

１
９

３
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金
：

７
，
４

０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料

 
１

６
，

７
０

４
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
７

，
４

８
９

円
 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

参
加

者
同

士
、

和
気

あ
い

あ
い

と
取

り
組
め

る
よ

う
に

す
る

。
 

・
誰

で
も

話
し

や
す

く
な

る
よ

う
な

雰
囲

気
づ

く
り

を
心

掛
け

る
。

 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

親
子

で
一

緒
に

パ
ン

作
り

の
体

験
が

で
き
、

楽
し

く
ふ

れ
合

え
た
。

 
・

撮
影

後
に

行
っ

た
茶

話
会

で
は

賑
や

か
に
交

流
で

き
た

。
 

備
考

 
・
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講
座
・
学

習
プ
ロ
グ

ラ
ム

【
青
少

年
教
育
】

 
講

座
名

 
ト

ラ
イ

ア
カ

デ
ミ

ー
～

も
の

づ
く

り
教

室
～

（
定

期
講

座
・

児
童

館
・

憩
い

の
家

共
催

）
 

対
象

 
小

学
３

～
６

年
生

 

募
集
人

数
 

１
２

人
 

参
加
人

数
 

１
４
人

 

事
業
の

課
題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

異
学

区
、
異

学
年
の

子
ど
も

同
士
が

交
流
す

る
き
っ

か
け
が

少
な
い

。
 

・
子
ど

も
が
も

の
づ
く

り
に
興

味
を
持

ち
、
学

習
す
る

き
っ
か

け
と
な

る
機
会

が
少
な

い
。

 
目

 
標

 
・

工
作

活
動
を

通
じ
て

、
ア
イ

デ
ア
を

具
現
化

す
る
能

力
と
技

術
を
持

っ
た
創

造
性
豊

か
な
人

間
形

成
を

図
る

。
 

・
常
に

新
し
い

も
の
づ

く
り
に

挑
戦
す

る
気
持

ち
を
持

つ
こ
と

。
更
に

チ
ャ
レ

ン
ジ
精

神
や
プ

ラ
ス

思
考

を
養

う
。

 
・

人
と

人
と
の

ふ
れ
あ

い
を
通

じ
て
豊

か
な
心

を
育
て

る
。

 

学
習
期

間
 

令
和

５
年

５
月

～
令

和
６

年
２

月
 

学
習
場

所
 

研
修
室

Ⅰ
・
Ⅱ

 

回
数

 
１

０
回

 
講

師
 
近

藤
雅

昭
さ

ん
、

柿
沼

春
雄

さ
ん

、
言

後
良
一

さ
ん

 
川

上
博

行
さ

ん
、

瀧
野

宏
さ

ん
、

高
地

徹
郎
さ

ん
 

学
習
内

容
 

・
工

作
の

基
本

を
学

び
、

道
具

や
用

具
の

使
い

方
に

慣
れ

る
。

 
・

動
く

仕
組

み
を

理
解

し
、

制
作

す
る

。
 

予
算

 

総
額

：
７

０
，

０
０

０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金
：
４

２
，
０

０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料

 
２

７
，

８
４

２
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
４

２
，
１

５
８
円

 

決
算

 

総
額
：

７
６
，

８
４
２

円
 

※
う
ち

参
加
者

負
担
金
：
４

９
，
０

０
０

円
 

内
訳
：

講
師
料

 
２

７
，

８
４

２
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
４

９
，
０

０
０

円
 

事
業
参

加
者
へ

の
配
慮

等
 

・
楽
し

い
雰
囲

気
の
中

で
、
真

剣
に
取

り
組
め

る
よ
う

配
慮
す

る
。

 

事
業
の

成
果
（

課
題
や

目
標
に

対
し
て

）
 

・
道
具

や
用
具

の
安
全

で
上
手

な
使
い

方
に
慣

れ
る
こ

と
が
で

き
た
。

 
・

根
気

よ
く
制

作
し
、

楽
し
く

工
作
す

る
こ
と

が
で
き

た
。

 
・

ア
イ

デ
ア
を

生
か
し

、
工
夫

が
で
き

た
。

 
備

考
 

・
 

・
      

 講
座

名
 

ジ
ョ

イ
キ

ッ
ズ
（

児
童

館
共

催
）

 

対
象

 
小

学
生

 

募
集

人
数

 
各

回
８

人
 

参
加

人
数

 
延

べ
２

２
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

異
学

区
や

異
学

年
と

交
流
す

る
き

っ
か

け
が

少
な

い
。

 
・

貧
困

国
に

つ
い

て
触

れ
る
機

会
が

少
な

い
。

 
・

 
目

 
標

 
・

小
物

を
作

り
な

が
ら

交
流
を

図
る

。
 

・
国
際

交
流

、
貢

献
に

目
を
向

け
る

。
 

・
 

学
習

期
間

 
令

和
５

年
７

月
～

令
和

６
年

２
月

 
学
習

場
所

 
児

童
館

（
中

高
生

ル
ー

ム
）

 

回
数

 
４

回
 

講
師

 
当
館

職
員

 

学
習

内
容

 
・
「
手

作
り

コ
ー

ス
タ

ー
」、
「

ア
ル
コ

ー
ル
イ

ン
ク

ペ
ン

ア
ー

ト
」、
「

ス
ト

リ
ン

グ
ア

ー
ト
の

ク
リ

ス
マ

ス
ツ

リ
ー

」、
「

ミ
ニ

う
さ

ぎ
お

ひ
な

さ
ま

」
の
制

作
を

行
っ

た
。

 
・

毎
回

、
ゲ

ー
ム

や
ク

イ
ズ

も
取

り
入

れ
交

流
を

図
っ
た

。
 

予
算

 

総
額

：
１

０
，
８

０
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金
：
９
，
２
０

０
円

 
内

訳
：

講
師

料
 

０
円

 
 

 
そ

の
他

事
業

費
 

１
０

，
８
０

０
円

 

決
算

 

総
額

：
９

，
９
８

８
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
６

，
３

０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 
そ

の
他

事
業

費
 

９
，
９

８
８

円
 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
怪
我

を
し

な
い

よ
う

に
気
を

付
け

る
。

 
・

楽
し

く
参

加
で

き
る

雰
囲
気

を
つ

く
る

。
 

・
 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

楽
し

く
製

作
を

進
め

、
満
足

の
い

く
作

品
が

で
き

た
。

 
・

ブ
ル

キ
ナ

フ
ァ

ソ
へ

の
寄
付

に
す

る
た

め
の

作
品

も
作

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動
に

触
れ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
・

共
に

活
動

す
る

こ
と

で
、
交

流
が

広
が

っ
た

。
 

備
考

 
・

 
・
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 講
座

名
 

夏
休

み
子

ど
も

工
作

教
室

（
児

童
館

・
憩

い
の

家
共

催
）

 

対
象

 
小

学
３

～
６

年
生

 

募
集

人
数

 
１

５
人

 
参

加
人

数
 
８

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

工
作

を
作

る
の

に
何

を
ど

う
作

る
か

考
え
る

の
が

難
し

い
。

 
・

 
・

 
目

 
標

 
・

工
作

活
動

を
通

し
て

、
も

の
づ

く
り

の
技
術

を
持

っ
た

造
形

豊
か
な

人
間
形

成
を
図

る
。

 
・

人
と

人
と

の
ふ

れ
あ

い
を

通
し

て
豊

か
な
心

を
育

て
る

。
 

・
 

学
習

期
間

 
令

和
５

年
７

月
 

学
習

場
所

 
研

修
室

Ⅰ
・

Ⅱ
 

回
数

 
１

回
 

講
師

 
近

藤
雅

昭
さ

ん
 

学
習

内
容

 
・

ク
ラ

ン
ク

と
ゴ

ム
動

力
を

使
っ

て
、

き
ょ

う
り
ゅ

う
の
あ

か
ち
ゃ

ん
が
歩

く
仕

組
み

を
作

る
。

 
・

ク
ラ

ン
ク

を
巻

い
て

動
く

お
も

ち
ゃ

を
仕

上
げ
る

。
 

予
算

 

総
額

：
１

０
，

０
０

０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金
：
３

，
０

０
０
円

 
内

訳
：

講
師

料
 

５
，

５
６

８
円

 
 

 
 

そ
の

他
事
業

費
 
４

，
４

３
２
円

 

決
算

 

総
額

：
７

，
１

６
８

円
 

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
：

１
，

６
０

０
円

 
内

訳
：

講
師

料
 

５
，

５
６

８
円

 
 

 
 

そ
の

他
事
業

費
 

１
，

６
０

０
円

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

楽
し

い
雰

囲
気

の
中

で
、

真
剣

に
取

り
組
め

る
よ

う
に

配
慮

す
る
。

 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

い
ろ

い
ろ

な
材

料
を

カ
ッ

タ
ー

や
ラ

ジ
オ
ペ

ン
チ

、
接

着
剤

を
使
っ

て
工
作

す
る
こ

と
が

で
き

た
。

 
・

ゴ
ム

の
力

や
ク

ラ
ン

ク
を

連
動

さ
せ

、
歩
く

仕
組

み
を

理
解

し
て
制

作
で
き

た
。

 
・

 
備

考
 

・
 

・
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講
座
・
学

習
プ
ロ
グ

ラ
ム

【
成
人

教
育
】

 
講

座
名

 
バ

ン
ド

チ
ャ

レ
ン

ジ
講

座
６

（
定

期
講

座
・

児
童

館
・

憩
い

の
家

共
催

）
 

対
象

 
中

学
生

以
上

 

募
集
人

数
 

１
５

人
 

参
加
人

数
 

１
５
人

 

事
業
の

課
題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

バ
ン

ド
に
挑

戦
し
た

い
が
、

市
内
で

教
え
て

く
れ
る

人
も
場

所
も
な

い
。

 
・

音
楽

を
披
露

す
る
場

が
少
な

い
。

 
 目

 
標

 
・

音
楽

活
動
を

通
じ
て

世
代
間

交
流
を

図
る
。

（
白
井

市
第
５

次
総
合

計
画
～

拠
点
創

造
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

～
）

 
・

音
楽

で
地
域

の
活
性

化
を
図

る
。

 
 学

習
期

間
 

令
和

５
年

４
月

～
令

和
５

年
１

０
月

 
学

習
場

所
 

視
聴
覚

室
・
レ

ク
ホ
ー

ル
・

憩
い

の
家

 

回
数

 
１

５
回

 
講

師
 
・

鳥
集

徹
さ

ん
 

・
石

井
健

一
さ

ん
 

・
折

山
光

男
さ

ん
・

渋
谷

健
太

郎
さ

ん
 

学
習
内

容
 

・
バ

ン
ド

練
習

を
通

し
て

世
代

間
交

流
を

図
っ

た
。

 
・

地
域

活
性

化
を

目
指

し
た

取
り

組
み

で
あ

る
「

チ
ャ

リ
テ

ィ
ラ

イ
ブ

輪
音

」
に

参
加

し
た

。
 

予
算

 

総
額

：
１

８
０

，
０

０
０

円
 

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
：
３

０
，
０

０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料

 
１

３
３

，
６

４
４

円
 

 
 

 
そ

の
他

事
業

費
 
４

６
，
３

５
６
円

 

決
算

 

総
額
：

１
８
８

，
５
５

４
円

 
※

う
ち

参
加
者

負
担
金
：
４

５
，
０

０
０

円
 

内
訳
：

講
師
料

 
１

３
３

，
６

４
４
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
５

４
，
９

１
０

円
 

事
業
参

加
者
へ

の
配
慮

等
 

・
機
材

が
重
い

の
で
怪

我
に
気

を
付
け

る
。

 
・

仲
間

づ
く
り

に
重
点

を
置
く

こ
と
で

方
向
性

が
ぶ
れ

な
い
よ

う
に
す

る
。

 
・

一
人

で
も
気

軽
に
参

加
で
き

る
環
境

や
雰
囲

気
づ
く

り
を
心

が
け
る

。
 

・
感
染

症
拡
大

防
止
に

努
め
る

。
 

事
業
の

成
果
（

課
題
や

目
標
に

対
し
て

）
 

・
中
学

生
か
ら

シ
ニ
ア

ま
で
、

世
代
間

交
流
を

図
り
な

が
ら
活

動
で
き

た
。

 
・

白
井

駅
前

の
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
へ
の

寄
付

を
目

的
と

し
た

チ
ャ

リ
テ

ィ
ラ

イ
ブ
に

参
加

し
、

地
域

活
性

化
に

貢
献

し
た

。
同

時
に

、
他

団
体

と
の

交
流

も
深

め
ら

れ
た

。
 

・
講
座

参
加
者

を
中
心

と
し
た

サ
ー
ク

ル
が
、

セ
ン
タ

ー
フ
ェ

ス
テ
ィ

バ
ル
で

発
表
し

た
。

 
備

考
 

・
 

・
   

 講
座

名
 

ラ
イ

フ
サ

ポ
ー
ト

講
座

（
憩

い
の

家
共

催
）

 

対
象

 
一

般
 

募
集

人
数

 
１

５
人

 
参
加

人
数

 
２

５
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

老
後

に
お

金
で

後
悔

し
な
い

よ
う

に
考

え
て

い
る

人
が

増
え

て
い

る
が

、
専

門
知
識

を
学

べ
る

場
が

な
い

。
 

・
資
産

形
成

の
た

め
の

ア
ド
バ

イ
ス

を
し

て
く

れ
る

人
が

い
な

い
。

 
・

 
目

 
標

 
・

個
人

の
自

助
努

力
に

よ
る
資

産
運

用
が

可
能

と
な

る
よ

う
、

お
金

に
関

す
る

基
礎
知

識
を

学
ぶ

。
 

・
よ
り

良
い

暮
ら

し
や

適
切
な

資
産

形
成

の
為

、
知

識
、

判
断

力
な

ど
金

融
リ

テ
ラ
シ

ー
を

学
ぶ

。
 

学
習

期
間

 
令

和
５

年
１

１
月

 
学
習

場
所

 
研

修
室

Ⅰ
・

Ⅱ
 

回
数

 
１

回
 

講
師

 
日
本

証
券

業
協

会
 

金
融
・
証

券
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
 

寺
林

弘
樹

さ
ん

 

学
習

内
容

 
・

今
後

を
考

え
た

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

「
Ｎ

Ｉ
Ｓ

Ａ
」

の
利
用

に
つ
い

て
。

 
 

（
ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
・

マ
ネ

ー
プ

ラ
ン

の
必

要
性

等
）

 

予
算

 

総
額

：
１

、
０
０

０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
１

、
０
０

０
円

 

決
算

 

総
額

：
２

１
０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 
そ

の
他

事
業

費
 

２
１

０
円

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
一
人

で
も

参
加

し
や

す
い
環

境
や

雰
囲

気
づ

く
り

を
す

る
。

 
・

集
中

し
や

す
い

雰
囲

気
を
心

掛
け

る
。

 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

今
後

の
ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
の
た

め
に

金
融

リ
テ

ラ
シ

ー
を

学
ぶ

事
が

で
き

た
。

 
・

資
産

運
用

の
基

礎
知

識
を
学

ぶ
事

が
で

き
た

。
 

備
考

 
・

 
・
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講

座
名

 
お

と
な

の
学

校
（
定

期
講
座

・
憩
い

の
家
共

催
）

 

対
象

 
一

般
 

募
集
人

数
 
１

２
人

 
参

加
人

数
 
２

４
人

 

事
業
の

課
題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

変
化

が
激
し

く
複
雑

化
す
る

社
会
に

お
い
て

、
こ
れ

ま
で
の

価
値
観

の
み
に

依
存
せ

ず
、
多

様
性

を
受

け
入

れ
て

い
く

探
究

的
な

学
び

が
必

要
と

さ
れ

て
い

る
。

 
・

コ
ロ

ナ
禍
に

お
い
て

集
い
の

場
や
各

活
動
へ

の
制
約

が
あ
り

、
直
接

交
流
す

る
機
会

が
減
少

し
た

。
 

目
 
標

 
・

気
軽

に
学
び

直
し
に

取
り
組

め
る
事

業
を
展

開
し
、

そ
こ
か

ら
新
た

な
視
野

を
広
げ

る
。
 

・
コ
ロ

ナ
禍
で

停
滞
・

変
質
し

た
活
動

を
再
構

築
す
る

。（
集

い
、

交
流
の

場
づ
く

り
）
 

学
習
期

間
 
令

和
５

年
９

月
～
令

和
５
年

１
２
月

 
学

習
場

所
 
憩

い
の
家

・
視

聴
覚

室
・

調
理

室
 

回
数

 
８

回
 

講
師

 

・
元

都
立

高
校

教
諭

 
 
栗

原
茂
幸

さ
ん

 
・

日
本

朗
読

検
定

協
会

認
定

講
師

プ
ロ

フ
ェ

ッ
サ

ー
 

森
田

清
香

さ
ん

 
・

ス
ウ

ィ
ン

グ
ホ

ワ
イ

ト
ジ

ャ
ズ

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

 
 

メ
ン

バ
ー
：

野
津
道

夫
さ
ん

、
松

尾
佳

奈
さ

ん
 

・
東

邦
大

学
名

誉
教

授
 

横
山

祐
作

さ
ん

 
・

ワ
ー

カ
ー

ズ
コ

ー
プ

 
石

川
伸

樹
、

現
地

解
説

員
 

学
習
内

容
 

・
社

会
「

日
本

近
代

１
５
０

年
史
を

振
り
返

る
～
前

編
・
後

編
～
」

 

・
国

語
「

い
ま

 
ふ

た
た
び

新
し
く

宮
沢
賢

治
を
知

る
」
 

・
音

楽
「

よ
う

こ
そ

！
Ｊ
Ａ

Ｚ
Ｚ
の

世
界
へ

！
」
 

・
リ

モ
ー

ト
修

学
旅

行
「
世

界
遺
産

 
富
岡

製
糸
場

に
行
っ

て
み
よ

う
！
」

 

・
数

学
「

量
と

数
～

そ
の
数

え
方
～

」
 

・
理

科
「

冷
た

い
！

あ
っ
た

か
い
！

楽
し
い

化
学
実

験
」

 

予
算

 

総
額

：
１

０
０

，
０

０
０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負
担

金
：
２

４
，
０

０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料

 
５

０
，
１

１
５
円

 
 

 
 

そ
の

他
事
業

費
 
４

９
，
８

８
５

円
 

決
算

 

総
額

：
１

１
８

，
９

２
３

円
 

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
：
４

８
，
０

０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料

 
５

０
，

１
１

５
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
６

８
，
８

０
８

円
 

事
業
参

加
者
へ

の
配
慮

等
 

・
楽
し

く
学
べ

る
環
境

設
定
に

配
慮
す

る
。
 

・
会
場

が
複
数

あ
る
た

め
、
迷

わ
な
い

よ
う
案

内
す
る

。
 

事
業
の

成
果
（

課
題
や

目
標
に

対
し
て

）
 

・
定
期

講
座
の

た
め
、

日
頃
の

関
心
事

以
外
の

テ
ー
マ

に
も
向

き
合
い

、
視
野

を
広
げ

る
こ
と

が
で

き
た

。
 

・
実
験

等
の
グ

ル
ー
プ

ワ
ー
ク

を
通
じ

て
、
参

加
者
同

士
が
交

流
し
な

が
ら
活

動
す
る

こ
と
が

で
き

た
。

 

備
考

 

 講
座

名
 

大
人

の
運
動

会
（

憩
い

の
家

共
催
）

 

対
象

 
一
般

 

募
集

人
数

 
２
４

人
 

参
加

人
数

 
１

４
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

「
体

力
維

持
」

「
健

康
づ
く

り
」

の
た

め
の

運
動

に
取

り
組

む
こ

と
は

難
し

い
。

 
・

運
動

を
苦

手
と

す
る

方
が
、

体
を

動
か

す
こ

と
の

楽
し

さ
を

体
験

す
る

機
会

が
少
な

い
。

 
目

 
標

 
・

指
導

を
受

け
な

が
ら

運
動
を

す
る

こ
と

で
、

年
齢

に
合

っ
た

体
力

づ
く

り
に

取
り
組

む
。

 
・

子
ど

も
の

頃
に

経
験

し
た
行

事
を

懐
か

し
む

と
共

に
、

参
加

者
同

士
が

交
流

を
図
る

こ
と

で
、

心
身

と
も

に
 

豊
か

な
時

間
を

共
有

す
る

。
 

学
習

期
間

 
令
和

６
年
３

月
 

学
習

場
所

 
レ

ク
ホ

ー
ル

 

回
数

 
１
回

 
講

師
 
ス

タ
ジ

オ
イ

ン
ス

ト
ラ
ク

タ
ー

 
北

川
真

希
さ

ん
・

関
あ
す

か
さ

ん
 

学
習

内
容

 
・
健

康
体
操

 
・
記

録
に
チ

ャ
レ

ン
ジ

（
片

足
立
ち

、
フ
ラ

フ
ー
プ

く
ぐ
り

、
ス

ク
ワ

ッ
ト

等
）

 
・
青

竹
を
使

っ
た

運
動

 

予
算

 

総
額

：
１
５

，
０

０
０

円
 

※
う

ち
参
加

者
負

担
金
：
４

，
８

０
０

円
 

内
訳

：
講
師

料
 

１
１

，
１

３
６
円

 
 
 

 
そ

の
他

事
業

費
 

３
，
８

６
４

円
 

決
算

 

総
額

：
１

３
，

５
２

６
円

 
※

う
ち

参
加
者

負
担

金
：

３
，

２
０

０
円

 
内

訳
：

講
師
料

 
１
１

１
３
６

円
 

 
 
 

そ
の

他
事

業
費

 
２

，
３

９
０

円
 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
怪
我

の
な

い
よ

う
配

慮
す
る

。
 

・
運
動

が
苦

手
な

方
で

も
楽
し

み
な

が
ら

取
り

組
め

る
よ

う
、

配
慮

す
る

。
 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

参
加

者
が

自
分

の
体

力
に
対

し
て

気
づ

き
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
参
加

者
同

士
、

交
流

を
図
り

な
が

ら
楽

し
い

ひ
と

と
き

を
過

ご
す

こ
と

が
で

き
た
。

 
 備

考
 

・
 

・
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講
座
・
学

習
プ
ロ
グ

ラ
ム

【
団
体

育
成
】

 
講

座
名

 
施

設
予
約

サ
ー
ビ

ス
 
シ

ス
テ
ム

勉
強
会

 
～
ス

マ
ホ
ｖ

ｅ
ｒ
～

 

対
象

 
・

公
民
館

登
録
を

し
て
い

て
ス
マ

ー
ト
フ

ォ
ン
を

使
用
で

き
る
方

 
・

Ａ
Ｂ
コ

ー
ス
、

各
両
日

参
加
で

き
る
方

 

募
集

人
数

 
各

３
団
体

（
１
団

体
２
人

ま
で
）

 
参

加
人
数

 
延

べ
７

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
っ

た
施

設
予

約
の
仕

方
が

わ
か

ら
ず

、
サ
ー

ク
ル
や

団
体
内

で
施

設
予

約
係

に
 

な
っ

た
方

が
苦

慮
さ

れ
て

い
る

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
停

滞
傾

向
に

あ
る

サ
ー

ク
ル

や
団

体
活

動
を
サ

ポ
ー
ト

す
る
必

要
が

あ
る

。
 

目
 

標
 

・
コ

ロ
ナ

禍
で

停
滞

傾
向

に
あ

っ
た

サ
ー

ク
ル

や
団

体
活

動
を

サ
ポ
ー

ト
す
る

。
 

・
ス
マ

ー
ト
フ

ォ
ン
を

使
っ

た
施

設
予

約
方

法
を

学
び

、
サ

ー
ク

ル
や

団
体

活
動

の
事
務

的
負
担

を
軽

減
す

る
。  

学
習

期
間

 
令

和
５
年

４
月

 
学

習
場
所

 
研

修
室

Ⅰ
 

回
数

 
４

回
（
１

回
２
日

間
）

 
講

師
 
当

館
職
員

 

学
習

内
容

 
・

施
設
予

約
シ
ス

テ
ム
に

つ
い
て

の
勉
強

会
 

 
（

抽
選

申
し
込

み
、
抽

選
結

果
確

認
、

確
定

 
等

）
 

予
算

 

総
額

：
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金
：

０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 
そ

の
他
事

業
費
 

０
円

 

決
算

 

総
額

：
０

円
 

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
：

０
円

 
内

訳
：

講
師

料
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
０

円
 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

感
染

症
拡

大
防

止
に

努
め

る
。

 
・

話
し

や
す

い
環

境
設

定
に

配
慮

す
る

。
 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

施
設

予
約

係
の

負
担

、
不

安
が

軽
減

さ
れ
た

。
 

・
継

続
的

な
団

体
活

動
を

支
援

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

備
考

 
・

 
・

 
   

 
講

座
名

 
団

体
育

成
＆
紹

介
～

わ
く

わ
く

サ
ロ

ン
～

（
憩

い
の

家
共

催
）

 

対
象

 
一

般
 

募
集

人
数

 
―

 
参

加
人

数
 
延

べ
１
５

２
人

 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

地
域

の
住

民
同

士
が

気
軽

に
交

流
で

き
る

場
が

少
な

い
。

 
・

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
に

よ
り

、
市

民
団

体
の

活
動

を
発

表
す

る
場

が
減
少

し
て

い
る

。
 

 目
 

標
 

・
お

茶
や

食
事

を
楽

し
み

な
が
ら

交
流

で
き

る
地

域
住

民
の

居
場

所
を
つ

く
る

。
 

・
団

体
活

動
の

成
果

を
発

表
し
、

市
民

活
動

を
活

性
化

さ
せ

る
。

 
 学

習
期

間
 
令

和
５

年
６
月

～
令

和
５

年
１

２
月

 
学

習
場

所
 
憩

い
の
家

 

回
数

 
８

回
 

講
師

 
―

 

学
習

内
容

 
・

利
用

団
体
の

活
動

発
表

、
会

員
募

集
。

 
・

ド
リ

ン
ク
を

用
意

し
、

参
加

者
同

士
気

軽
に

交
流

を
図

る
（

サ
ロ

ン
）。

 

予
算

 

総
額

：
２

０
，

０
０

０
円

 
※

う
ち

参
加
者

負
担

金
：
１

２
，
０

０
０
円

 
内

訳
：

講
師
料

 
０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
２
０

，
０

０
０
円

 

決
算

 

総
額

：
１

９
，
８

５
２

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金
：
１

１
，
８

０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費
 

１
９

，
８

５
２

円
 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

話
し

や
す

い
環

境
設

定
に

配
慮

す
る

。
 

・
継

続
的

に
来

場
し

て
も

ら
え
る

よ
う

次
回

の
案

内
を

す
る

。
 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に
対

し
て

）
 

・
地

域
住

民
が

誘
い

合
っ

て
訪
れ

、
参

加
者

同
士

交
流

す
る

場
と

な
っ
た

。
 

・
団

体
が

日
頃

の
活

動
を

発
表
で

き
た

。
 

・
団

体
が

会
員

を
募

集
す

る
機
会

と
な

っ
た

。
 

備
考

 
・

 
・
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事
業
活
動

 
事

業
名

 
地
域

懇
談
会

（
利
用

団
体
連

絡
会
）

 

対
象

 
一
般

 

参
加

人
数

 
１
７

団
体
１

８
人

 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

当
館

利
用

者
同

士
、

交
流

を
図

る
場

が
少
な

い
。

 
・

地
域

課
題

の
掘

り
起

こ
し

を
す

る
必

要
が
あ

る
。

 
・

 
目

 
標

 
・

各
団

体
同

士
活

動
を

知
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

。
 

・
広

く
地

域
の

方
々

と
関

わ
り

を
持

つ
。

 
・

利
用

者
の

意
見

を
聞

き
当

館
の

事
業

活
動
を

豊
か

に
し

て
い

く
。

 

期
間

 
令
和

５
年
７

月
 

回
数

 
１

回
 

場
所

 
研
修

室
Ⅰ
・

Ⅱ
 

事
業

内
容

 
・
団

体
代
表

者
自
己

紹
介

 
・
令

和
４
年

度
白
井

駅
前
セ

ン
タ
ー

事
業
報

告
 

・
令

和
５
年

度
事
業

計
画
に

つ
い
て

 
 
 

 
 
 

 
 

他
 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

話
し

や
す

い
雰

囲
気

を
つ

く
る

。
 

・
事

業
内

容
に

つ
い

て
理

解
し

て
も

ら
え

る
よ

う
解

説
す

る
。

 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

利
用

者
同

士
、

顔
を

合
わ

せ
て

話
を

し
た
り

、
交

流
し

た
り

す
る
機

会
と
な

っ
た
。

 
・

館
運

営
や

事
業

に
つ

い
て

、
情

報
共

有
を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
・

サ
ー

ク
ル

の
備

品
に

つ
い

て
も

ル
ー

ル
を
確

認
し

た
り

、
整

理
し
た

り
す
る

こ
と
が

で
き

た
。

 
備

考
 

・
 

・
 

        

 事
業

名
 

白
井

市
第

５
次

総
合

計
画

拠
点

創
造

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 「
輪

音
」
（

児
童

館
・

憩
い

の
家

共
催

）
 

対
象

 
一

般
 

参
加

人
数

 
１

５
６

人
 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・
少

子
高

齢
化

時
代
に

お
い
て

、
世
代

や
境
遇

を
超
え

て
地
域

が
一

体
化

す
る

機
会

を
設

け
、
繋

が
り

を
強

化

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
 目

 
標

 
・
白

井
市

第
５

次
総

合
計

画
“

拠
点

創
造

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

”
に

基
づ
き

、
地

域
の
人

々
が

繋
が

る
為

の
き

っ
か

け
を

つ
く

る
。

 
・

参
加

者
、

来
場

者
が

交
流
を

図
る

。
ま

た
、

音
楽

で
地

域
の

活
性

化
を

図
る

。
 

・
白

井
駅

の
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

て
い

る
団

体
（

白
井

駅
前

商
店

会
）

へ
の

チ
ャ

リ
テ

ィ
ラ

イ
ブ
 

 
 

と
し

て
開

催
し

、
参

加
者

・
来

場
者

が
地
域

理
解
を

深
め

、
地

域
活

性
化

に
関

わ
れ

る
よ
う

に
す

る
。

 

期
間

 
令

和
５

年
１

０
月

 
回

数
 

１
回

 

場
所

 
レ

ク
ホ

ー
ル

、
研
修

室
Ⅰ

・
Ⅱ

、
作

法
室

、
調

理
室

、
視
聴

覚
室

、
憩

い
の

家
 

事
業

内
容

 
・

音
楽

発
表

 
・

地
域

の
商

店
に
よ

る
販

売
 

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
感
染

症
拡

大
防

止
に

努
め
る

。
 

・
機
材

が
重

い
の

で
ケ

ガ
に
気

を
付

け
る

。
 

・
皆
で

つ
く

り
上

げ
る

イ
ベ
ン

ト
と

な
る

よ
う

、
配

慮
す

る
。

 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

白
井

駅
前

の
イ

ル
ミ

ネ
ー
シ

ョ
ン

に
寄

付
す

る
こ

と
が

で
き

、
以

前
よ

り
長

期
間
照

ら
す

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
音
楽

を
通

じ
て

参
加

者
、
来

場
者

が
交

流
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
地
域

の
拠

点
と

し
て

、
地
域

活
性

化
に

つ
な

が
る

世
代

を
超

え
た

盛
り

上
が

り
が
あ

っ
た

。
 

備
考

 
・

 
・
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 事
業

名
 

駅
前

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

（
児
童

館
・
憩

い
の
家

共
催
）

 

対
象

 
一
般

 

参
加

人
数

 
延
べ

３
３
４

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

高
齢

者
が

多
い

地
域

な
の

で
、

若
い

世
代
を

交
え

た
地

域
づ

く
り
が

必
要
。

 
・

市
民

同
士

の
世

代
間

交
流

、
つ

な
が

り
づ
く

り
が

必
要

。
 

 目
 

標
 

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

通
し

て
、

地
域

・
社

会
貢

献
を

行
う

。
 

・
世

代
間

交
流

を
図

る
。

 

期
間

 
令
和

５
年
４

月
～
令

和
６
年

３
月

 
回

数
 

開
館
日

 

場
所

 
全
館

 

事
業

内
容

 
・
清

掃
、
環

境
整
備

 
・
イ

ベ
ン
ト

サ
ポ
ー

ト
 

・
子

育
て
支

援
 
 

 
 
 

 
等

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

精
神

に
感

謝
し

、
参

加
者
に

も
気

遣
い

を
忘

れ
な
い

。
 

・
地

域
の

方
々

に
も

、
館

運
営

に
協

力
し

て
く

れ
て

い
る

こ
と

を
知
ら

せ
る
。

 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

館
内

外
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
し

て
い

た
だ
き

、
活

動
環

境
が

整
っ
た

。
 

・
様

々
な

事
業

に
ご

協
力

い
た

だ
く

こ
と

で
、

充
実

し
た

活
動

が
で
き

た
。

 
 備

考
 

・
 

・
 

          

 事
業

名
 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

フ
ァ

ン
ド

～
駅

前
フ

ァ
ン

ド
～

（
児

童
館
・

憩
い

の
家

共
催

）
 

対
象

 
一

般
 

参
加

人
数

 
―

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

地
域

の
問

題
、

課
題

を
自
ら

の
力

で
解

決
す

る
意

識
を

住
民

・
利

用
者

が
持

ち
、
行

動
に

移
す

こ
と

が
 

ま
ち

づ
く

り
と

し
て

必
要

。
 

・
市
の

中
心

地
で

あ
る

白
井
駅

前
に

賑
わ

い
を

創
出

し
、

ま
ち

づ
く

り
を

活
性

化
さ
せ

る
こ

と
が

必
要

。
 

・
 

目
 
標

 
・
ド

リ
ン

ク
販

売
を
通

じ
て
自

発
的
に

寄
付
し

た
り
、
資

金
を

提
供

し
合

っ
た

り
す

る
こ

と
で

、
館
利

用
者

や

地
域

住
民

、
団

体
自

ら
が

地
域

課
題

を
解
決

す
る
循

環
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
 

・
 

期
間

 
令

和
５

年
４

月
～
令

和
６

年
３

月
 

回
数

 
開

館
日

 

場
所

 
ド

リ
ン

ク
販

売
：
１

階
ロ

ビ
ー

 

事
業

内
容

 
・

ド
リ

ン
ク

販
売
の

売
り

上
げ

を
商

店
会

に
寄

付
し

、
白
井

駅
前

の
イ

ル
ミ

ネ
ー
シ

ョ
ン

に
 

役
立

て
て

い
た
だ

く
。

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
地
域

課
題

に
市

民
、

利
用
者

が
自

発
的

に
取

り
組

む
き

っ
か

け
づ

く
り

、
意

識
づ
く

り
を

行
う

。
 

・
 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

ロ
ビ

ー
で

販
売

し
た

ド
リ
ン

ク
の

売
り

上
げ

と
、

チ
ャ

リ
テ

ィ
ラ

イ
ブ

「
輪

音
」
で

集
ま

っ
た

寄
付

金
を

 
 

合
わ

せ
て

白
井

駅
前

商
店
会

に
寄

付
し

、
駅

前
の

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

に
役

立
て
て

い
た

だ
い

た
。

 
・

 
・

 
備

考
 

・
１
１

月
１

７
日

、
白

井
駅
前

商
店

会
に

５
７

，
８

８
５

円
の

寄
付

を
行

っ
た

。
 

・
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 事
業

名
 

季
節

を
楽
し

む
会
（

サ
ロ
ン

）（
憩

い
の

家
共
催

）
 

対
象

 
一
般

 

参
加

人
数

 
延
べ

５
７
人

 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

外
に

出
る

こ
と

が
少

な
く

、
家

に
閉

じ
こ
も

り
が

ち
な

方
が

い
る
。

 
・

地
域

の
方

々
が

気
軽

に
集

ま
る

場
が

少
な
い

。
 

・
 

目
 

標
 

・
地
域

の
方
々

に
気
軽

に
足
を

運
ん
で

い
た
だ

き
、
季

節
の

移
ろ

い
を

楽
し
み

、
生
活

の
う
る

お
い

の
一

助
と

な
る

こ
と
を

目
指
す

。
 

 期
間

 
令
和

５
年
４

月
～
令

和
５
年

１
２
月

 
回

数
 

４
回

 

場
所

 
憩
い

の
家

 

事
業

内
容

 
・
憩

い
の
家

へ
足
を

運
ぶ
機

会
と
な

る
よ
う

に
、
職

員
の
演

奏
を
聴

い
て
い

た
だ

く
会

を
 

設
け

る
。

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

楽
し

い
雰

囲
気

で
参

加
で

き
る

よ
う

に
す
る

。
 

・
感

染
対

策
に

留
意

す
る

。
 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・「

会
の

実
施

を
楽

し
み

に
し

て
い

る
」

と
の

声
を

い
た
だ

い
た
。

 
・

聴
き

な
じ

み
の

あ
る

曲
や

知
ら

な
い

曲
等
に

触
れ

、
楽

し
ん

で
い
た

だ
い
た

。
 

・
 

備
考

 
・

 
・

 
         

 事
業

名
 

白
井

駅
前

セ
ン

タ
ー

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
（

児
童

館
・

憩
い
の

家
共

催
）

 

対
象

 
地

域
住

民
 

参
加

人
数

 
１

２
８

９
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

日
頃

の
学

習
成

果
を

発
表
す

る
機

会
を

設
け

、
生

涯
学

習
の

意
義

を
伝

え
る

必
要
が

あ
る

。
 

 目
 
標

 
・

駅
前

セ
ン

タ
ー

利
用

者
が
、

日
頃

の
成

果
を

発
表

す
る

こ
と

や
市

民
に

生
涯

学
習
の

意
義

や
楽

し
さ

を
 

伝
え

る
機

会
と

す
る

。
 

・
地
域

の
団

体
、

組
織

が
一
同

に
会

す
る

こ
と

で
交

流
を

図
り

、
地

域
活

性
化

に
つ
な

げ
る

。
 

期
間

 
令

和
６

年
３

月
 

回
数

 
１

回
（

２
日
間

）
 

場
所

 
全

館
 

事
業

内
容

 
・

当
館

利
用

団
体
や

地
域

の
団

体
に

よ
る

展
示

、
発

表
、
販

売
 

等
。

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
ケ
ガ

に
気

を
付

け
る

。
 

・
駐
車

場
等

の
点

で
、

近
隣
の

方
に

配
慮

す
る

。
 

・
参
加

者
や

来
館

者
が

楽
し
め

る
よ

う
、

サ
ポ

ー
ト

す
る

。
 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

参
加

者
、

来
場

者
が

生
涯
学

習
や

地
域

活
動

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で
き

た
。

 
・

多
く

の
方

が
来

館
し

、
賑
や

か
に

実
施

で
き

た
。

 
・

 
備

考
 

・
 

・
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